





A Study of the Effect of Yarn Intersections on the 
Fabric Tensile Strength. ( 1 ) 
Ishio TSUJIMOTO， Nobuo MOTOJI 
We want to analyse the effect of yarn intersections on the tensile strength of viscose 
rayon plain fabric through the tensile test of the fabric in which the fi1lings are al1 
removed. 
The fabric tensile strength was found to be FF=α. Fy or FF:=: (1土3十r.Fsn/Fy) Fy， 
where s= stiffness factor， r= resistance factor， and in this experimernt， FF -= (1土0.0808十
0.0266 FSR IFy) Fy. 
The following resu1ts were obtained 
(1) The relationship between αand RH (relative humidity) was found to be linear. 
Therefore， when α・=1， RH is about 65%， Consequently F"， =Fy and FEI=FvR' 
(2) The relationship between F EI I and RH was also fouud to be linear. 
(3) The relationship between FnR and RH was observed to increase rapidly with higher 






























第 l 図 に曲げられる時各繊維が自由に離れている場合と互に澗接着してー
00 
品。
¥¥ 体となって曲がる場合について， それぞれの曲げ硬さ EIを計算す
l¥λ j v ると前者は 1/16・π.d4E，後者はX軸或は Y軸何れを含む平面内に




























(2)及び (3)式より ，slr=FEI/FIJR' FsR/Fyと〉で FJilI/FDR=Oとすれば
月/r=FsRIFy，o・・・・・…・・・…・‘・・(6)
21 
今高湿度時及びfb湿度時D上記のファクタをそれぞれ F'p， F' y， F' EI> F' DR' F' 8R， s'， r'， O'及
び F"F. F"y， F" EI1 FらR，F" SR. s"， r"， 8"とすれば，(5)及び(6)式より次の如くなる。
s'=lー α1o'-l・o'.，.・...・H ・.…(7)
r'=l一α Io'-l・F'y/F'SR・H ・H ・...・H ・..(8)
従って高湿度時の人絹平織物。最大引張り強度F'Fは(4')式より次の如くなる口







実験材料，市販ピスコース人絹平織物， 1cm聞の経緯密度 38x26，経緯引揃横度 120d，糸θ引揃フ
ィラメント数日本従ってフィラメント繊度2.4d。
実験方法
(1) 試片の寸法は有効長 10cm，有効|隔 4cm，しかも長， I福中の経緯来の本数が各試片につき同一に
tr.るように作成し， 又経糸のみの試片は同試片の緯糸を抜取り作成し，それらを 50kgシヨツパ型織物
引張り試験機を使用し， 電動機により 1.3cm/secの定速度にて引張り， その最大引張り強度を測定し
た。湿度は22%:t:2 %， 25%土 2?0'(との場合はデシク{タ内で1週間コンヂツシヨエング〉及び70

















































〈第 1 表〉 第 1表の測定値より各湿度に長ける(1)式の
てぐ車問織物試片引張 |献のみの試片引搬による静的圏RH¥l り強度(FF値)張り強度くF~í値〉髄抗(FSR 値)
22が bl・12kg(31・地gコ 28・94kg 1・354kg
25% 132.55kg 29.27kg 26. 873kg 
70% 124.5也氏24.40kg) 24. 63kg 68. 562kg 
76% 125.∞kg 25.76kg 
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いものと推論される故第1表より 25%RH及び76%RH時の (5)式に相当する 2式より s，rを計算する
ととが出来る。即ち
769-6'RH<D時 l-s十1.9269r --0.9704・H ・H ・-………(11)
25%RHの時 1十3十0.9125r= 1.1052・H ・H ・H ・H ・."(12) 
(11)及び(12)式より l3=コ0.0808及び r=O.0266























































(1) RH一αC関係は直線的に変化し，即ち RHの上昇と共にαは減少するようである。 α=1のとき
FF-Fyとなり従ってFEI=FDRとなり，との時RHは約65%に相当ずるようである。




織物のi3!張り強度に関し!経緯糸の交錯が及ぼす彫響について〈第 1報〉 25 
最後に本報文は日本繊維機械学会誌〈昭和28年8月号〉に掲載済である乙とを附記する。
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